
    府中市生涯学習センター 平成２９年度第３期教養講座 

    NO.７ 生涯学習ボランティア「悠学の会」企画 

府中の魅力再発見講座 

“ ”
 

 

（講座のねらい） 
 府中のまちは、多摩川の中流域、武蔵野台地の南縁に位置しています。都市化が急速
に進んできた府中ですが、今も多摩川・府中崖線・国分寺崖線・浅間山などに、多くの自然
と緑が残されています。 
 この講座では、府中の地形・地質がどのように豊かな水と緑の環境をはぐくみ、さまざま
な生き物、人々の生活を支えてきたのかを学びます。また同時に今、府中に残る自然の姿
を映像で紹介し、緑の環境をどう未来につなげていくかを考える機会にしたいと思います。 
 

講座日程（会場は、府中市生涯学習センター２階 講堂） 

 日時 講師    テーマ/内容 

第

１

回 

11 月 10 日

（金） 

14:00～16:00 

中山 真治氏 
（ふるさと文化財課 

市史編さん担当主任） 

府中の地形と自然、歴史 

 府中のまちはどんな地層の上につくられているのか、旧石
器時代から国府の時代まで、人々の生活や歴史がどのように
刻まれてきたのかを解説します。 

第

２

回 

11 月 17 日

（金） 

14:00～16:00 

中村 武史氏 

（郷土の森博物館 

学芸員） 

府中の自然と生物～都市と緑と 

都市化が進む中、いまだ豊富な自然環境を抱える府中。そ
の特徴的な環境基盤と、そこに集まる生き物事情を考察。 

第

３

回 

1２月１日 

（金） 

14:00～16:00 

竹内 章氏 

（NPO 法人府中かんきょう

市民の会 相談役） 
 

山田 義夫氏 

（浅間山自然保護会会長） 

西府崖線の自然の魅力 

 府中崖線の西端部である西府崖線の生態系(湧水、樹木、動
植物など)について、調査結果を基に分かりやすく説明します。 

浅間山の魅力 

  住宅街の中の自然を色濃く残した公園は貴重。浅間山固有
種のムサシノキスゲをはじめ、キンラン、ヤマユリなどの豊富
な山野草や、その保護活動を紹介。 

第

４

回 

12 月８日 

（金） 

14:00～16:00 

生涯学習ボランティア 

「悠学の会」 

プロジェクトチーム 

府中の崖線・現地探訪 –画像と動画を交えて紹介 

 ・ 府中崖線ぶら探り 
“いききの道”を飛田給から大國魂神社まで 

 ・ 武蔵台・国分寺崖線ぶら探り 
武蔵台公園から国分尼寺・僧寺、お鷹の道へ 

 

受講料：2,000 円  定員：290 名（先着順） 

申込先：府中市生涯学習センター総合受付 
     TEL：050-3491-9849 

     Web：http://fuchu.shogaigakushu.jp/ 

 

 
府中崖線下から 瀧神社 府中崖線 白糸台緑地 

http://fuchu.shogaigakushu.jp/


内容概要 

１．府中の地形と自然、歴史  ふるさと文化財課市史編さん担当 主任 中山 真治氏                         

・ 私たちのまちは、どんな地層の上につくられているのか？ 

・ 武蔵野台地・多摩川・河岸段丘（多摩川低地、立川段丘、武蔵野段丘） 

・ 府中崖線と国分寺崖線（ハケ）、 地下水と湧水、 府中の水 

・ 旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代の遺跡から学ぶ人々の生活 

・ 国府の時代へ 

２．府中の自然と生物～都市と緑と  郷土の森博物館 学芸員 中村 武史氏 

・ 博物館の常設展リニューアル（ジオラマで綴った府中の自然） 

・ 府中の環境基盤を成す３本の柱（府中崖線・浅間山・多摩川） 

・ 府中崖線と浅間山、そして多摩川の自然 

・ ますます多様化する都市生態系（混在する里山動物・外来種） 

・ 多摩川・冬鳥の陣 

・ 自然観察は未来を予測できるのか？ 

３．西府崖線の自然の魅力       NPO 法人 府中かんきょう市民の会 竹内 章氏 

・ 西府崖線に残された、東京の名湧水 57 選に選定された「西府町湧水」の現状、 

崖線の樹木、崖線に生息する生き物について 

・ 散策のポイント、周辺の見どころ: 「西府町湧水」、「西府崖線の市川緑道」、 

「カッパ池の周辺」、「本宿町緑地のキツネノカミソリ自生地」ほか 

・ 崖線の保全活動: 湧水調査や生態系調査、カッパ池を含む崖線の清掃活動ほか 

浅間山の魅力          浅間山自然保護会  山田 義夫氏 

・ 浅間山の自然の特徴、ムサシノキスゲ、キンラン、ヤマユリなどの野草、樹木、

野鳥や昆虫など 

・ 散策のポイント、周辺の見どころ 

・ 地域コミュニティに愛される浅間山、公園の自然保護の活動などを紹介 

４．府中の崖線・現地探訪―画像・動画を交えて、悠学の会プロジェクトチームの発表 

府中崖線ぶら探り （白糸台より大國魂神社まで、“いききの道“を歩く 約 4㎞） 

・ 崖線の歴史と景観、崖線とわかる地形・地層のある場所、開析谷、土地利用 

・ 崖線に残る緑、名木・古木（名木百選）、いききの道、坂 

・ 滝神社湧水、崖線の名刹・古刹（本願寺、東郷寺、国府八幡、妙光院、など） 

・ 碑に残る坂名の由来、地名由来（白糸台、清水ヶ丘、車返、押立など） 

国分寺崖線ぶら探り（武蔵台公園から国分尼寺跡、僧寺跡、お鷹の道へ） 

・ 崖線の地形  ・武蔵台公園によく残る崖線の樹林、植生  ・黒鐘公園 

・ 武蔵台遺跡、縄文時代の住居跡（武蔵台東遺跡） 

・ 国府と国分寺、東山道武蔵道  ・鎌倉古道（切り通し）、白明坂 

・ 府中と国分寺の市境はなぜ複雑になったの？ 

                                    (以上) 

 

 


